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一般質問

学校を避難場所として
防災訓練の充実を

「重要な場所。訓練等の充実を図る」

防
災
対
策

委
員
会
の
審
査
か
ら

監
査
報
告

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
の
審
査
か
ら

監
査
報
告

危
機
管
理
監　
事
前
登
録

制
等
を
含
め
、
検
討
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
生
徒
及
び
保
護
者

等
か
ら
学
校
給
食
の
量
が

少
な
い
と
の
意
見
が
あ
る

が
、
何
か
対
策
を
。

教
育
部
長　
校
長
会
に
情

報
提
供
し
て
い
く
。

障
害
者
雇
用

     

採
用
条
件
の
見
直
し
を

「『
自
力
通
勤
』の
表
現
を
見
直
す
」

市職員採用

議
員　

地

域
防
災
計

画
で
は
、

し
っ
か
り

公
共
施
設

（
学
校
）等
を
避
難
場
所
と

し
て
指
定
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
今
後
、
学
校
を
避

難
場
所
と
し
て
防
災
訓
練

の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

危
機
管
理
監　
被
災
時
に

周
辺
住
民
等
が
真
っ
先
に

集
ま
る
重
要
な
場
所
と
な

る
の
で
、
学
校
を
利
用
し

た
防
災
訓
練
等
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

議
員　
①
緊
急
輸
送
道
路
、

一
部
未
整
備
箇
所
が
あ
る
。

早
急
に
整
備
を
②
河
川
監

視
カ
メ
ラ
を
増
設
す
べ
き

と
思
う
が
。

都
市
整
備
部
長　
①
市
民

の
避
難
や
緊
急
車
両
の
通

行
等
が
円
滑
に
で
き
る
よ

う
、
道
路
・
橋
梁
の
整
備

を
推
進
し
て
い
く
。

危
機
管
理
監　
②
昨
今
ゲ

議
員　

市

職
員
の
障

害
者
雇
用

の
現
状
は
。

採
用
条
件

の
①
自
力
通
勤
②
介
助
な

し
で
の
職
務
遂
行
③
活
字

印
刷
に
よ
る
筆
記
試
験
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
受
験

で
き
な
い
と
考
え
る
人
も

い
る
。
多
様
な
人
材
を
確

保
す
る
た
め
に
条
件
の
見

直
し
を
。

総
務
部
長　
現
状
は
法
定

雇
用
率
を
達
成
。
①
タ
ク

戸田市障害者就労プロセスマップ

戸田市障害者
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を作成しました
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▶
戸
田
市
障
害
者
就
労
プ
ロ
セ
ス
マ
ッ

プ
を
作
成
し
ま
し
た(

社
会
福
祉
法

人
戸
田
わ
か
く
さ
会
・
戸
田
市
障
害

者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り)

▶
戸
田
公
園
・
高
規
格
堤
防
に
お
け
る

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離
発
着
訓
練
の

様
子

リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
急
激

な
水
位
の
上
昇
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
場
所
等
も
含
め

増
設
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

議
員　
緊
急
時
、
高
規
格

堤
防
を
24
時
間
運
用
可
能

な
臨
時
離
着
陸
場
と
し
て

利
用
で
き
な
い
か
。

消
防
長　
防
災
拠
点
と
し

て
重
要
度
も
高
い
の
で
、

国
・
県
へ
要
望
す
る
。

議
員　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

前
登
録
制
な
ど
考
え
て
は
。

シ
ー
等
を
利
用
し
て
通
勤

で
き
れ
ば
自
力
通
勤
に
当

た
る
の
で
、
表
現
を
見
直

す
②
③
市
職
員
と
同
じ
よ

う
に
職
務
が
遂
行
で
き
る

者
と
し
、
見
直
さ
な
い
。

議
員　
中
学
校
特
別
支
援

学
級
卒
業
後
、
高
校
に
通

う
生
徒
ら
の
就
労
支
援
を
。

福
祉
部
長　
就
労
支
援
に

結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
教

育
委
員
会
と
連
携
す
る
。

議
員　
民
間
事
業
者
へ
の

支
援
、
雇
用
推
進
策
は
。

福
祉
部
長　
障
害
者
就
労

プ
ロ
セ
ス
マ
ッ
プ
を
作
成
、

関
係
者
が
活
用
す
る
ほ
か
、

雇
用
主
に
情
報
提
供
、
就

労
支
援
を
進
め
て
い
く
。

議
員　
条
件
を
満
た
し
た

事
業
所
に
優
良
事
業
所
認

証
を
与
え
て
は
。

福
祉
部
長　
関
係
機
関
と

民
間
事
業
所
の

障
害
者
雇
用
の
推
進
を

よ
り
支
援
し
て
い
る
方
に

限
ら
れ
る
が
、
現
在
１
人
、

把
握
し
て
い
る
。

議
員　
人
工
内
耳
補
聴
器

（
サ
ウ
ン
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
）

の
買
い
替
え
は
１
台
１
０

０
万
円
前
後
、
原
則
自
己

負
担
と
な
っ
て
い
る
。
年

々
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
も

あ
り
、
例
え
ば
１
、
２
歳

で
人
工
内
耳
を
入
れ
た
と

す
れ
ば
、
20
歳
に
な
る
ま

で
に
３
回
か
ら
４
回
程
度
、

買
い
替
え
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
。
ま
た
、
１
カ
月

人工内耳補聴器の
 買い替え・電池代補助を
「国や県、県内の状況も参考にする」

聴
覚
障
害
者
支
援

議
員　

人

工
内
耳
に

つ
い
て
①

認
識
②
把

握
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長　

①
こ
の
30
年

の
間
に
聴
覚
に
係
る
治
療

と
し
て
大
き
く
進
歩
。
補

聴
器
の
効
果
が
得
に
く
い

重
度
の
難
聴
者
に
と
っ
て

大
き
な
成
果
が
証
明
さ
れ

て
い
る
画
期
的
な
治
療
法

で
あ
る
②
障
害
者
手
帳
を

取
得
し
障
害
福
祉
制
度
に

議
員　
①

空
き
地
の

相
談
、
対

策
の
現
状

は
②
空
き

家
実
態
調
査
の
件
数
、
相

談
件
数
と
、
対
策
の
現
状

は
。

空
き
家
の
相
談
件
数
と

                       

対
策
は

「
相
談
57
件
に
適
正
管
理
を
求
め
る
」

空き地・空き家

▶
市
民
大
学
認
定
講
座

の
電
池
代
は
、
一
例
を
挙

げ
る
と
、
ボ
タ
ン
電
池
６

個
入
り
１
週
間
に
１
度
交

換
し
た
と
し
て
、
１
カ
月

の
電
池
代
は
２
３
０
０
円

～
２
５
０
０
円
。
充
電
池

・
充
電
器
は
寿
命
が
あ
り
、

１
台
１
万
～
数
万
円
、
こ

れ
を
生
涯
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
人
工
内
耳

装
用
者
支
援
と
し
て
、
サ

ウ
ン
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
買
い

替
え
代
、
電
池
代
等
の
助

成
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

◀
人
工
内
耳
と
、
人
工
内
耳
を
つ
け
た

女
の
子(

か
わ
い
い
フ
リ
ー
素
材
集

い
ら
す
と
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

環
境
経
済
部
長　
①
相
談

は
平
成
27
年
度
６
件
、
28

年
度
６
件
、
今
年
度
２
件
。

指
導
助
言
に
よ
り
全
案
件

で
対
応
済
み
。

都
市
整
備
部
長　
②
水
道

閉
栓
デ
ー
タ
及
び
建
物
の

外
観
調
査
を
行
っ
た
。
可

能
性
あ
る
件
数
は
２
６
３

件
。
樹
木
繁
茂
・
老
朽
化

等
の
相
談
が
57
件
。
対
策

は
助
言
及
び
指
導
を
通
じ
、

適
正
管
理
を
求
め
て
い
る
。

議
員　
相
続
人
の
不
明
案

件
の
対
応
は
。
ま
た
、
改

修
、
除
却
等
の
支
援
制
度

は
。

都
市
整
備
部
長　
不
明
案

件
は
、
家
庭
裁
判
所
申
し

立
て
、
相
続
財
産
管
理
人

制
度
の
活
用
も
勘
案
し
対

応
。
改
修
、
除
却
等
に
つ

い
て
は
、
空
家
等
対
策
計

画
策
定
後
、
同
計
画
の
方

針
に
基
づ
き
、
経
済
的
支

援
制
度
を
検
討
す
る
。

議
員　
市
民
大
学
認
定
講

座
の
現
状
と
課
題
は
。

教
育
部
長　
平
成
22
年
開

校
し
、
現
在
８
年
目
。
平

成
28
年
度
は
３
５
０
０
人

以
上
（
40
講
座
）
参
加
、

修
了
者
数
も
延
べ
72
人
と

年
々
増
加
中
。
課
題
は
、

認
知
率
25
・
９
％
と
低
く
、

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。

議
員　
修
了
者
に
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
リ
ー
ダ
ー
等
、

学
び
を
生
か
せ
る
場
の
提

供
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
学
ん
だ
知
識

を
生
か
し
活
躍
い
た
だ
く

こ
と
は
、
大
変
有
意
義
で

あ
り
、
そ
う
し
た
い
。

学
校
給
食
の
量
に
つ
い
て

福
祉
部
長　
こ
の
治
療
に

よ
る
効
果
や
実
績
が
確
立

さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
今
後
、
国
や
県
、

県
内
の
状
況
も
参
考
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

連
携
し
、
研
究
し
て
い
く
。

議
員　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
相
談
窓
口
の
開
設
を
。

教
育
部
長　
埼
玉
県
立
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
メ
ー

ル
相
談
対
応
が
可
能
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談

体
制
は
、
国
や
先
行
自
治

体
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

教
育
相
談
の
見
直
し
を

市
民
大
学
の
現
状
と

課
題
は

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
道
満
河
岸
釣
り
場
・

シ
ル
バ
ー
料
金
の
値

下
げ
を
。

Ａ
難
し
い
と
考
え
る
。

細
ほ そ だ

田 昌
ま さ の り

孝 議員

佐さ

と

う藤 

太た
か
の
ぶ信 

議
員

三
み わ

輪 なお子
こ

 議員

十そ

ご

う川 

拓た

く

や也 

議
員


